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校内研究の企画･運営 谷内　祐樹 他

Planning and management of school research 関　浩司・若林　史也
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　 演習

非該当

(1)【授業の達成目標】 【授業で得られる「学位授与の方針」】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６ＥＡカリ, ２５ＥＡカリ, ２４ＥＡカリ

教育の専門職としての学識・技能 校内研究の企画・運営について，対象校の研修ニーズを同定し
，校内研修計画を立案・実施し，改善のための検討ができる。
⇔

協働的な問題解決を可能にする人間関係構築力 校内研究の企画・運営について，他者と協働して検討・改善す
ることができる。
⇔

(2)授業の概要 本授業では，校内研修の着想，研修依頼書の作成，研修企画書の作成，校内研修の実施，校内研修の改
善というプロセスを経験し，校内研究の企画・運営に必要となる知見を身に付ける。
まず，これまでに実施・経験した校内研修事例に基づいて，改善に向けた着眼点を学ぶ。次に，勤務校
の研修ニーズを分析し，他者（本授業を受講している他者）に向けた研修依頼書を作成する。そして，
他者が作成した研修依頼書に基づいて，他校のニーズに合うような研修企画書を作成する。これらの学
習を活かして，自校の校内研修計画を立案・実施する。最後に，他者が実施した校内研修事例の改善を
検討する。

(3)授業計画 第１回：校内研修を着想する【課題１】
第２回：研修依頼書を作成する①
第３回：研修依頼書を作成する②【課題２】
第４回：研修企画書を作成する①
第５回：研修企画書を作成する②【課題３】
第６回：校内研修の改善を検討する【課題４】

(4)成績評価の方
法

以下を総合して判定する。
・校内研究の企画・運営について，研修ニーズを同定し，校内研修計画を立案・実施し，改善のための
検討ができるかを，第１回，第3回，第4回，第6回で提出する課題で評価する。
・評価割合は若干の調整を行う場合がある。

得点率による評価基準は次のとおりとする。
90％以上　秀，89-80％　優，79-70％　良，69-60％　可，59％以下　不可。　

(5)履修上の注意 ・校内研修を実施できるフィールドがある方が望ましい。

(6)質問,相談への
対応および連絡
先

質問や相談等はメールで連絡をすること。
yachi@shinshu-u.ac.jp

(7)成績評価の基
準

【卓越している】校内研究の企画・運営に関する実践的な知識と技能について，極めて高い水準にある。
【かなり上である】校内研究の企画・運営に関する実践的な知識と技能について，非常に高い水準にあ
る。
【やや上にある】校内研究の企画・運営に関する実践的な知識と技能について，高い水準にある。
【認定水準にある】校内研究の企画・運営に関する実践的な知識と技能について，一定水準にある。

(8)事前事後学習
の内容について

・各回にて説明する。

【教科書】 ・指定しない。

【参考書】 ・授業内で紹介する。


